
県
本
部
保
育
部
会
は
８
月

23日
、
今
年
で

10回
目
と
な

る
「
県
子
育
て
支
援
課
と
の

懇
談
」
を
実
施
し
７
単
組

10

人
が
参
加
。
（
以
下
「
見
解

要
約
」
文
責
県
本
部
）
①
保

育
園
へ
の
監
査
項
目
【
県
】

今
年
度
は
大
き
な
変
更
は
な

い
と
思
う
。

36協
定
の
締
結

確
認
の
項
目
は
以
前
か
ら
あ

る
。
②
保
育
士
の
負
担
軽
減
・

書
類
簡
素
化
【
県
】
Ｈ

28年

度
よ
り
保
育
士
の
負
担
軽
減

に
向
け
た
各
市
町
の
と
り
く

み
結
果
を
持
ち
寄
り
共
有
・

協
議
す
る
場
を
設
け
て
い
る
。

③
保
育
の
無
償
化
【
県
】
現

場
で
働
く
保
育
士
の
不
足
、

保
育
の
質
確
保
な
ど
の
課
題

も
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
助

言
す
る
。
④
保
育
士
不
足

【
県
】
保
育
士
確
保
に
向
け
、

潜
在
保
育
士
支
援
、
こ
れ
か

ら
資
格
を
取
る
人
へ
奨
学
金

の
援
助
、
就
職
支
援
な
ど
県

も
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
「
県
の
監
査

項
目
で

36協
定
締
結
有
無
が

あ
る
の
に
、
こ
れ
ま
で
指
摘

さ
れ
て
い
な
い
」
「
保
育
無

償
化
は
、
国
の
決
定
か
ら
実

施
ま
で
が
急
で
保
護
者
の
理

解
が
進
ん
で
い
な
い
」
「

10

月
制
度
開
始
で
、
今
後
給
食

費
無
償
化
、
保
育
士
確
保
な

ど
課
題
も
出
る
と
思
う
。
保

護
者
や
現
場
の
声
も
踏
ま
え

改
善
を
」
「
保
育
士
の
負
担

軽
減
の
協
議
が
Ｈ

29年
に
終

わ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
書

類
の
簡
素
化
な
ど
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
。
引
き
続
き
協
議

を
」
「
保
育
士
は
正
規
で
も

集
ま
ら
な
い
。
会
計
年
度
職

員
制
度
で
は
、
非
正
規
全
員

パ
ー
ト
職
員
と
す
る
自
治
体

も
あ
り
、
賃
金
面
で
離
職
が

進
み
確
保
が
さ
ら
に
困
難
に

な
る
と
思
う
」
な
ど
意
見
・

要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

非
正
規
公
共
評
は
９
月
１

日
「
定
期
総
会
＆
学
習
交
流

集
会
」
を
今
治
で
開
催
し
、

12単
組

20人
が
参
加
。
総
会

後
の
交
流
集
会
で
は
、
県
本

部
高
尾
委
員
長
を
講
師
に

「
『
働
き
方
改
革
』
を
活
か

し
た
よ
り
よ
い
職
場
づ
く
り
」

の
テ
ー
マ
で
ク
イ
ズ
に
答
え

な
が
ら
考
え
る
『
参
加
型
学

習
会
』
を
実
施
。
『
働
き
方

改
革
』
の
中
身
に
沿
っ
て

「
労
働
時
間
」
「

36協
定
」

「
有
給
休
暇
」
な
ど
の
ク
イ

ズ
に
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

「
○
✕
」
で
回
答
し
「
理
由
」

も
出
し
あ
い
「
答
え
あ
わ
せ
」

で
楽
し
く
学
び
交
流
す
る
学

習
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
意
外
と
知
ら
な
い

こ
と
が
多
く
て
正
解
が
少
な

か
っ
た
」
「
チ
ー
ム
対
抗
ク

イ
ズ
形
式
で
行
う
学
習
会
は

お
も
し
ろ
い
」
「
普
段
は
当

た
り
前
に
使
っ
て
い
る
年
休

も
細
か
い
法
律
に
基
づ
い
た

付
与
日
数
・
取
得
方
法
・
単

位
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
１
日
、
県
本
部
「
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

（
今
治
市
波
方
体
育
館
）
を

開
催
。
新
居
浜
市
職
労
と
今

治
市
職
の
対
戦
で
、
実
力
伯

仲
の
な
か
、
新
居
浜
チ
ー
ム

が
接
戦
で
２
セ
ッ
ト
連
取

（

21‐

17・

21‐

19）
し
、

自
治
労
連
全
国
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
（

11／
７
～
９
高
知

県
）
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

毎
年
組
合
員
に
よ
る
手
づ
く

り
大
会
で
す
が
、
今
回
主
審
・

副
審
・
線
審
な
ど
新
居
浜
・

今
治
の
男
子
チ
ー
ム
に
多
数

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

８
月

24～

27日
、
東
京
都

内
で
の
自
治
労
連
「
全
国
大

会
」
に
愛
媛
県
本
部
か
ら

17

単
組

37人
が
参
加
。
「
第

41

回
定
期
大
会
」
で
は
、
横
田

さ
ん
（
宇
和
島
市
職
）
が
大

会
議
長
団
と
な
り
、
宇
和
島

病
院
労
組
・
佐
野
副
執
行
委

員
長
と
西
条
市
職
労
・
山
内

執
行
委
員
長
が
討
論
に
参
加
。

佐
野
「
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
・

残
業
実
態
調
査
で
職
場
訪
問

に
と
り
く
み
、
組
合
へ
の
加

入
も
あ
っ
た
。

36協
定
で
の

残
業
上
限
時
間
を
短
縮
さ
せ

た
」
、
山
内
「
組
合
員
の
声

か
ら
『
治
療
と
仕
事
の
両
立

支
援
』
の
要
求
課
題
に
と
り

く
ん
で
い
る
。
新
採
加
入
を

工
夫
し
、
若
手
の
加
入
を
前

進
さ
せ
、
単
組
活
性
化
に
と

り
く
む
」
な
ど
発
言
。

24日
の
部
評
「
定
期
総
会
」

に
も
愛
媛
県
本
部
単
組
か
ら

参
加
し
、
発
言
や
活
動
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

８月7日人事院は「本俸・一時金を引き上げ」を勧告し、６年連続の改善となりました。公務・民間ともに進めた春闘を起

点とする賃上げサイクルが定着した結果となったものの、10月消費増税もあり、その水準は生活改善には不十分です。

引き上げは初任給をはじめ、30歳代半ばまでの号俸のみの改善であり、それを超える号俸は再任用職員を含めて改定が見

送られ、中高年層は改善されない勧告となっています。また、住居手当の見直しが勧告され、特に地方では家賃5万9千円を

下回る場合に2千円までの額で引き下げとなり、家賃が低い地方では手当減の比率が高く、多くの職員が改悪となります。

10月の県人事委員会勧告へ向けたとりくみ、秋季年末要求で組合員の声と要求をもとにした交

渉を行い、すべての職員の改善、さまざまな要求を前進させましょう！

≪今後の日程≫

9／ 5（木） 県市長会長〔新居浜市長〕要請

18（水） 県人事委員会要請〔人事委員会勧告・会計年度職員制度〕・『署名』提出

下 旬 県町村会長〔内子町長〕要請・町村評定期総会

10／上 旬 県本部「秋季年末・統一要求書」提出（東予・中予・南予・公共事業所）

愛媛県人事委員会勧告

12（土） 第３回拡大執行委員会・単組代表者会「県勧告のポイント・単組交渉準備交流」

11／下 旬 県市町振興課要請

（１） 第５１２号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１９年 ９月２０日

第 ５１２ 号

日 程

【９月】

21 県本部現業評幹事会・四

国ブロック現業評世話人会

22 愛媛労連・ＪＡえひめ南

みかんボランティア（吉田）

29 県本部女性部幹事会

30 南予総支部代表者会議

【10月】

１ 愛媛自治体退職者の会

総会・懇親会（共済会館）

５ 県本部医療介護評幹事会

12 県本部第３回拡大執行委

員会・単組代表者会議・全

国野球大会現地実行委員会

17 自治労連全国野球大会

（松山～19、予備日20日）

19 自治体にはたらく女性の

つどい（横浜～20）

21 自治体病院・介護施設

要請（宇和島）

25 自治体病院・介護施設

要請（西予・大洲）

自治労連共済実務研修会

（北九州～26）

27 県本部保育部会幹事会

31 今治市職定期大会

８
月
３
日
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
「
野
球
大
会
」

を
四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム
（
四
万
十
市
）
で
開

催
し
、
愛
媛
代
表
・
新
居
浜
市
職
労
チ
ー
ム

と
高
知
代
表
・
大
月
町
職
労
チ
ー
ム
が
対
戦
。

大
月
が
先
制
し
、
新
居
浜
が
逆
転
。
大
月
が

追
う
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
居
浜
が
１

点
差
で
逃
げ
切
り
ま
し
た
。

10

月

17

～

19

日
、
地
元
愛
媛
県
松
山
市
で

開
催
の
「
自
治
労
連
第

31

回
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

軟
式
野
球
」
に
、
県
大
会
優
勝
の
西
条
市
職

労
チ
ー
ム
が
《
開
催
県
愛
媛
代
表
》
と
し
て
、

新
居
浜
市
職
労
チ
ー
ム
が
《
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
》
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

新居浜市 ０ ０ ０ ０ ４ ０ ０ ４

大月町 ０ ０ ０ １ １ １ ０ ３



８
月
３
日
、
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
「
現
業
夏
季
学
習
交
流
集

会
」
（
愛
媛
）
に

35人
が
参

加
。
学
習
で
は
、
講
師
の
久

保
貴
裕
さ
ん
（
自
治
労
連
本

部
中
執
）
が
『
憲
法
を
い
か

し
、
住
民
の
た
め
に
、
自
分

の
た
め
に
、
働
き
続
け
ら
れ

る
現
業
職
場
を
つ
く
ろ
う
』

の
テ
ー
マ
で
講
演
。
住
民
の

安
全
・
安
心
を
守
る
現
業
職

場
・
職
員
の
重
要
性
・
必
要

性
、
「
今
日
の
情
勢
に
ふ
さ

わ
し
く
、
現
業
の
仕
事
に
新

た
な
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
て
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。
『
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
』
で

は
、
全
国
の
動
き
を
紹
介
し

つ
つ
、
組
合
に
正
規
・
非
正

規
が
加
入
し
一
体
で
と
り
く

む
こ
と
な
ど
を
強
調
。
学
習

会
の
あ
と
、
ス
イ
ー
ツ
を
味

わ
い
な
が
ら
、
四
国
各
県
の

状
況
を
交
流
し
ま
し
た
。

周
桑
病
院
労
組
は
７
月

26

日
、
「
定
期
大
会
」
を
開
催

し

28人
（
う
ち
新
採
職
員
８

人
）
が
参
加
。
豊
田
委
員
長

が
手
作
り
の
横
断
幕
『
ハ
ー

ド
な
勤
務
の
中
で
も
笑
顔
で

働
け
る
こ
こ
ろ
の
つ
な
が
り

が
あ
る
雰
囲
気
・
職
場
づ
く

り
』
を
掲
げ
「
組
合
は
職
員

が
働
き
や
す
い
環
境
を
め
ざ

し
て
い
る
」
と
伝
え
、
新
採

職
員
の
組
合
加
入
を
訴
え
ま

し
た
。
経
過
報
告
・
決
算
報

告
の
あ
と
、
運
動
方
針
案
で

は
「
み
ん
な
の
声
と
運
動
で

職
場
を
良
く
し
て
い
こ
う
」

と
提
案
。
役
員
改
選
で
は
豊

田
委
員
長
が
退
任
し
、
佐
伯

新
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。
終

了
後
は
「
交
流
会
」
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

新
居
浜
社
協
労
組
は
８
月

19・

21日
の
２
日
間
、

10月

ス
タ
ー
ト
の
「
介
護
職
員
の

特
定
処
遇
改
善
加
算
の
学
習

会
」
を
開
催
し
、
組
合
員
や

施
設
管
理
者
な
ど
の
べ

36人

が
参
加
。
講
師
の
高
尾
県
本

部
委
員
長
が
「
新
制
度
で
は

職
員
を
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
で
改
善
額
の
割
合

に
制
約
が
あ
る
。
グ
ル
ー
プ

分
け
や
具
体
的
な
配
分
額
な

ど
、
事
業
所
の
裁
量
の
部
分

は
組
合
と
し
て
要
求
す
べ
き

課
題
」
な
ど
説
明
。
参
加
者

か
ら
「
こ
の
学
習
会
こ
そ
私

が
聞
き
た
か
っ
た
こ
と
」
と

感
想
が
出
さ
れ
、
ま
た
「
ウ

チ
の
組
合
は
ま
ず
何
を
す
べ

き
か
？
」
と
質
問
が
あ
り
、

講
師
が
「
制
度
設
計
に
『
労

使
合
意
が
前
提
に
な
る
』
認

識
が
必
要
。
事
業
者
の
加
算

申
請
前
に
『
制
度
計
画
案
』

の
組
合
へ
の
提
示
を
要
求
し

て
は
ど
う
か
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
。
最
後
に
石
井
委
員
長
が

「
２
日
間
学
習
し
制
度
の
理

解
が
進
ん
だ
。
職
員
処
遇
改

善
へ
組
合
と
し
て
対
応
し
た

い
」
と
述
べ
、
学
習
会
を
終

え
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
８
月

21

日
、
組
合
員
の
交
流
企
画
と

し
て
「
西
条
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

園
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
組

合
員
・
家
族

49人
が
参
加
。

「
家
族
含
め
た
交
流
会
で
、

『
元
気
に
み
ん
な
と
一
緒
に

働
け
る
市
役
所
づ
く
り
』
へ

お
お
い
に
語
り
あ
お
う
」
と

の
声
か
け
の
も
と
始
ま
っ
た

企
画
で
、
年
齢
や
職
場
の
垣

根
を
飛
び
越
え
、
仕
事
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
話
を
し
な
が

ら
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
ビ
ー
ル

を
堪
能
。
最
後
に
帆
谷
委
員

長
が
「
来
月
か
ら
職
場
会
が

始
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
多
数
参

加
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
職

場
づ
く
り
へ
み
な
さ
ん
の
声

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
参
加
者
の
心

を
ひ
と
つ
に
し
ま
し
た
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
８
月

24日
、
女
性
部
企
画
「
ぶ
ど

う
狩
り
」
を
開
催
し

52人
が

参
加
。
バ
ス
２
台
で
大
洲
へ

出
発
。
雨
模
様
で
天
気
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
頃
の

行
い
か
、
『
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

＆
ぶ
ど
う
狩
り
』
の
間
は
傘

要
ら
ず
！
夏
休
み
最
後
の
親

子
で
参
加
で
き
る
企
画
は
女

性
部
な
ら
で
は
。
子
ど
も
た

ち
も
大
喜
び
。
取
っ
た
ぶ
ど

う
は
食
べ
切
り
で
、
子
ど
も

連
れ
の
お
母
さ
ん
が
食
べ
る

の
に
大
変
な
様
子
も
。
ど
の

ぶ
ど
う
も
美
味
し
く
、
「
お

土
産
ぶ
ど
う
」
を
購
入
し
た

家
族
か
ら
「
帰
り
に
寄
っ
た

道
の
駅
よ
り
安
か
っ
た
」
の

声
も
あ
り
、
お
得
で
美
味
し

い
ぶ
ど
う
狩
り
に
大
満
足
。

「
来
年
は
『
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
』
が
い
い
ね
」
の
声

も
あ
り
、
女
性
部
に
期
待
が

集
中
し
ま
し
た
。

９
月
７
日
、
愛
媛
労
連

「
第

31回
定
期
大
会
」
に

65

人
が
参
加
。
「
す
べ
て
の
労

働
者
を
視
野
に
組
織
拡
大
と

要
求
の
前
進
を
！
８
時
間
働

い
て
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
を
」
な
ど
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
、
１
年
間
の
活
動
総

括
と
運
動
方
針
な
ど
参
加
者

の
発
言
と
討
論
を
受
け
、
確

認
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
自

治
労
連
か
ら
は

16単
組

26人

が
参
加
し
、
西
予
市
職
労
の

峰
平
さ
ん
が
大
会
議
長
を
務

め
、
討
論
で
は
４
人
が
発
言
。

西
条
市
職
労
・
山
内
委
員
長
、

県
本
部
・
堀
川
書
記
次
長
、

今
治
市
職
・
佐
々
木
委
員
長
、

津
島
吉
田
病
院
労
組
・
若
藤

委
員
長
が
、
「
青
年
部
活
動
」

「

10月
県
人
事
委
員
会
勧
告

へ
の
と
り
く
み
」
「
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
で
の
処
遇

改
善
」
「
地
域
医
療
と
自
治

体
病
院
を
守
る
運
動
を
す
す

め
る
地
域
医
療
の
拠
点
と
し

て
病
院
を
守
る
と
り
く
み
」

な
ど
を
発
言
し
ま
し
た
。

■
中
学
３
年
生
の
息
子
は
志

望
校
目
指
し
、
勉
強
の
夏
。

中
学
１
年
生
の
娘
は
部
活
の

夏
。
働
く
母
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
達
の
為
に
毎
日
お
弁
当
作

り
を
頑
張
っ
た
夏
で
し
た
。

（
西
条
・
青
野
）

■
私
の
職
場
は
主
に
小
学
生

が
遊
び
に
来
る
施
設
で
す
が

い
よ
い
よ
夏
休
み
も
終
わ
り

二
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。
今

年
の
夏
休
み
は
毎
日
の
よ
う

に
か
き
氷
を
し
ま
し
た
。
何

と
言
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
た
ま
ら
な
い
で
す
ね
。

（
四
国
中
央
・
笹
本
）

■
ラ
ジ
オ
体
操
で
一
日
が
始

ま
り
、
午
前
中
は
宿
題
の
夏

休
み
帳
、
午
後
か
ら
セ
ミ
捕

り
、
川
遊
び
、
そ
し
て
昼
寝
、

夕
立
で
目
を
覚
ま
し
て
夕
食
。

昭
和
の
夏
休
み
で
す
。
な
つ

か
し
い
で
す
ね
。

（
松
山
・
友
近
）

■
今
年
の
夏
は
大
き
な
台
風

が
来
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
浸

水
や
決
壊
な
ど
の
被
害
を
免

れ
た
こ
と
に
胸
を
な
で
お
ろ

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
油
断

せ
ず
備
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
被
害
の
あ
っ
た
地

域
の
皆
様
に
は
ど
う
か
こ
れ

以
上
の
災
害
が
あ
り
ま
せ
ん

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
松
山
・
貝
崎
）

■
２
０
２
０
年
１
月
、
次
女

に
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
は
３
人
目

の
孫
で
す
。
元
気
に
産
ま
れ

て
く
る
こ
と
を
願
い
準
備
し

て
待
っ
て
ま
す
。

（
西
予
・
竹
森
）

■
今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の

答
え
は
と
て
も
難
し
か
っ
た

で
す
…
大
の
大
人
が
５
人
し

て
何
と
か
絞
り
出
し
ま
し
た
。

（
西
予
・
井
上
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５１２号

２０１９年 ９月２０日

■
５
１
０
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
チ
ュ
ウ
シ
ョ
ウ
キ
ギ
ョ

ウ
」
（
中
小
企
業
）
で
し
た
。

正
解
は
６
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

杉
ま
き
子
（
西
条
）

友
近
寅
男
（
松
山
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

菊
池
奈
緒
子
（
西
予
）

貝
崎
美
都
志
（
松
山
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

10月

27日
【
発

表
】
５
１
４
号
（

11月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①ボクシングでミドル級よりも軽く

ウエルター級よりも重い階級

④軍隊の捕虜をこう呼ぶことも

⑦同じ列。○○○○に扱う

⑧質入れした品物を請け出すこと

⑨寝るとき用いる台。ベッド。○○○○車

【タテのカギ】

①クッキー名。「猫の舌」の意

②隣り合っている関係。○○○○○○の席

③フランスの作曲家○○ュッシー

⑤必要な条件

⑥○○○○⇔ちっちゃい

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
９
文
字
で
、

イ
タ
リ
ア
の
芸
術
家
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


